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背景①

厚生労働書 老健局 総務課資料を参照し作成

【介護保険施設の種類と従事者】

 医師
 看護師
 介護福祉士（介護職員）
 介護職員
 理学療法士
 作業療法士
 言語聴覚士
 管理栄養士（栄養士）
 調理職員（調理師）

多職種連携で高齢者のケアに従事

介護保険サービスの体系

訪問系サービス
～訪問介護・看護、居宅介護支援 等～ｍ

通所系サービス
～通所介護、通所リハビリテーション 等～ｍ

短期滞在系サービス
～短期入所生活介護（ショート） 等～ｍ

居宅系サービス
～特定施設入居者生活介護、認知症共同生活介護等～ｍ

在宅

施設

介護施設における食事提供
連携

厚生労働省 平成26年介護サービス施設・事業所調査結果の概要



【介護保険施設における栄養・食事管理】

「検食簿＋食事写真」を管理栄養士等の食事提供の改善に利用している。

背景②

【厨房職員間および関連職種との連携】

 管理栄養士（栄養士） 平成17年「栄養ケア・マネジメント」施行
高齢者（介護予防～要介護者）に対する低栄養状態の改善を目的とする。
食事提供の管理（食事メニュー作成等）

 調理職員（調理師） 直営または委託給食事業として、介護保険施設に食事提供

介護保険施設では 管理栄養士と厨房職員（管理栄養士等）の連携
介護・看護職員（関連職種）との連携

高齢者の食事提供において管理栄養士等は関連職種から効率よく情報を得る必要がある。

連携方法①関連職種の検食による食事全体の評価：検食簿
連携方法②提供した食事を撮影し見た目等の評価：食事写真



目的

管理栄養士および調理職員が食事提供の改善に
検食簿と食事写真を利用した取組が調理職員間や
関連職種との連携に効果があるか検討すること



社会福祉法人 梓の郷
介護老人福祉施設「サルビア」 100床
認知症グループホーム「サルビア」 9室

「あんじゅり」 25室

「愛香里」 20室 「泉の里」 20室

生活アシストセンター松本

デイサービス「美事」 40名
サービス付き高齢者向け住宅

「千歳緑」 20室

住宅型有料老人ホーム

エア・ウォーターグループの介護福祉施設

㈱ＡＷあんじゅり

ファインフーズ㈱

・給食事業

・発芽玄米製造販売
松本大学

人間健康学部
健康栄養学科

食事提供関連の監修



2．アンケート調査

1．対象者

 介護保険施設の調理職員 12名（平均年齢41.8±11.7）

方法①

対象施設：厨房4箇所の職員
住宅型有料老人ホーム 3施設 ⇒ 3箇所（8名 2施設:各3名 1施設：2名）
生活アシストセンター松本 2施設 ⇒ 1箇所（4名 同一建物内）

調査時期：平成28年4月（取組開始：平成26年4月）

評価項目：検食簿または食事写真の利用による各項目の変化を調査
「課題点の理解」、「調理職員間での意見交換」、
「他施設との比較効果」、「関連職種との連携」 等

評価方法：5段階評価
①そう思う ②どちらかといえばそう思う ⇒「そう思う」
③変わらない ④どちらかといえばそう思わない ⑤そう思わない ⇒「思わない」



方法②
３．検食簿および食事写真の利用方法

 メニューサイクル：季節単位（春夏秋冬：4クール）×各3ヶ月間（30日間は同一メニュー）
 メニュー作成：管理栄養士

（１）検食簿利用の流れ

内容 担当
①施設職員による検食後、検食簿記入 施設職員⇒厨房職員
②検食簿へ返答し各施設回覧 厨房職員⇒施設長⇒施設職員

③検食簿コメントをまとめ情報共有する（10日単位） 施設長⇒厨房責任者⇒管理栄養士
④各施設の検食簿から課題抽出と対策を検討（検食簿まとめ一覧表） 管理栄養士

内容 担当
①厨房職員責任者会議（月2回）で課題と対策を報告 管理栄養士⇔厨房責任者⇒厨房職員
②松本大学食事会議（月1回）にて課題と対策について報告 管理栄養士・厨房責任者⇔松本大学
③施設長会議（月1回）にて食事提供等に関する全体報告 管理栄養士・厨房責任者⇔施設長

内容 担当

①検食担当にて提供後の食事写真撮影（朝・昼・夕） 施設職員
②食事写真回収（10日単位） 施設長⇒厨房責任者⇒管理栄養士
③5施設比較シート（3食×5施設）で食事写真を比較（10日単位） 管理栄養士
④課題および対策検討後、各厨房へ報告 管理栄養士⇒厨房責任者⇒厨房職員
⑤1クール終了後、課題・対策実施の経過をまとめ、報告 管理栄養士⇒厨房責任者⇒厨房職員

（２）食事写真利用の流れ

（３）全体での共有方法



検食簿～検食簿まとめ一覧表

①

② ③

①食事に対する評価（独自の抽出基準作成）
②課題抽出
③対策検討
④10日単位で回覧
厨房職員⇒施設長⇒施設職員



検食簿～検食簿まとめ一覧表

⑤10日単位でコメントまとめ
（10日×３回＝1ヶ月間）
施設長⇒厨房責任者⇒管理栄養士

施設側

厨房側

⑤

⑥検食簿まとめ一覧表の作成
管理栄養士による課題と対策まとめ
・各施設の検食簿の確認（評価・コメント）
・次月の同様メニューの改善
・次月の評価結果（追跡）

⑥



ランチョンマット

食事の撮影～施設間評価

①食事バランス（主食・主菜・副菜）を記載したランチョンマット使用
②実際の食事をランチョンマットに乗せ食事を撮影
施設長⇒厨房責任者⇒管理栄養士

①

松本大学人間健康学部健康栄養学科：水野尚子管理栄養士作成

②



③

③「5施設比較シート」
・朝・昼・夕食を施設間で比較
・検食簿と同様に課題と対策検討
・次月への対策を伝達
管理栄養士⇒厨房責任者

④１クール（１季節）のまとめ
・施設内、施設間での経過を集計
・経過を各施設へ報告し共有
管理栄養士⇒厨房責任者

⇒各施設長・松本大学

④

食事の撮影～施設間評価



１．対象者の特性

Mean±SD

結果①

 アンケート回収率:92％
（12名中11名）

項目 n=11

年齢（歳） 41.8±11.7

調理職員経験年数（年） 5.0±3.2

施設所属年数（年） 2.9±1.3

２．検食簿による効果

54.5%

45.5%

検食簿を通して他職種（介護・看護職）

と食事提供における連携ができるよう

になったと思いますか。

そう思う 思わない

「関連職種との連携」

90.9%

9.1%

検食簿を通して食事提供に関する課題

点や改善点が分かりやすくなったと思

いますか。

そう思う 思わない

「課題点の理解」

81.8%

18.2%

検食簿を通して同施設職員間で食事提供に関

する意見交換（調理方法など）ができるように

なったと思いますか。

そう思う 思わない

「調理職員間での意見交換」



72.7%

27.3%

検食簿と同時に食事の写真撮影を行っていますが、他施設にお

ける食事提供方法と比較して自身の施設に活かすことができて

いると思いますか。

そう思う

思わない

結果②
３．食事写真の効果

54.5%

45.5%

検食簿と同時に写真撮影を行っていますが、食

事提供に関する課題点や改善点が分かりやすく

なったと思いますか。

そう思う

思わない

「課題点の理解」

54.5%

45.5%

検食簿と同時に食事の写真撮影を行っていますが、同施設職

員間で食事提供に関する意見交換（調理方法など）ができる

ようになったと思いますか。

そう思う

思わない

「調理職員間での意見交換」

「他施設との比較」

36.4%

63.6%

検食簿と同時に食事の写真撮影を行っていますが、他職

種（介護・看護職）と食事提供における連携ができるよう

になったと思いますか。

そう思う

思わない

「関連職種との連携」



 検食簿を通して食事提供に課題点が理解しやすくなった方は
10名（90.9%）であった。

 検食簿を通して調理職員間で意見交換ができるようになった方は
9名（81.8%）であった。

考察①

 調理に対する評価を目的とした本施設の検食簿を通して、調理職員間に
おける食事提供の課題抽出や意見交換に活用可能な連携方法である
可能性が考えられた。

・食事計画の中で「検食」は、患者の治療方針、栄養的観点からその量や質が適当で
あるか、食品衛生の見地から衛生的に取り扱われているか否かを調べるとともに、
経済的または嗜好的に適当であるかなど、調理に対する評価を含めた総合的な評価を
実施するものである。

( 大阪市保健所 病院及び介護保険施設における栄養管理指針 平成27年11月）



考察②

 食事写真を通して、他施設の食事提供方法と比較することが可能となり、自身
の施設の調理職員間で食事提供方法を再検討する情報となる可能性が考えら
れた。

 食事写真を利用した関連職種との食事提供における連携は、情報共有の手段
に課題が見られた。

・調理の現場職員は高齢者の食事に対して広く関心をもち、日々の食事提供やコミュニケーションに
反映させることが、利用者の食に対する満足度を高めることができる。
・食事サービス関連の職員（調理職員等）が他の職員（介護・看護職員等）に対して、
食に対する方針、献立内容、調理方法など分かりやすく伝える努力が不可欠である。

( 高齢者受託経営者連絡協議会 2014）

 食事写真の利用を通して、他施設における食事提供方法と比較して自身
の施設に活かすことができている方が8名（72.7%）であった。

 食事写真の利用を通して、関連職種（介護・看護職）と食事提供における
連携ができるようになった方が4名（36.4%）であった。



考察のまとめ

検食簿を通して、調理職員間における食事提供の課題の
抽出や意見交換に活用可能な方法である可能性が
考えられた。

食事写真を通して、他施設の食事提供方法と比較することが
可能となり食事提供方法を再検討する情報となる可能性が
考えられた。

食事写真を利用した関連職種との食事提供における連携は、
情報共有の手段に課題が見られた。



課題

 食事写真の利用について管理栄養士と調理職員および
関連職種との情報共有方法を再検討する必要がある。

 関連職種との連携について調理職員のみ検討したため、
介護・看護職員を対象とした調査が必要である。


